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Ｊ
Ｒ
車
内

で
の
心
温
ま

る
場
面
と
、

私
た
ち
先
輩

と
し
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
場
面
を
紹
介
し
ま

す
。
▼
車
内
で
女
子
高
校
生
が

席
を
立
っ
て
、お
年
寄
り
に
席
を

譲
る
の
で
す
が
、結
構
で
す
と
断

ら
れ
て
、お
互
い
に
何
度
も
同
じ

言
葉
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
こ
の
場
面
の
お
年
寄
り
は
、

座
席
に
座
ら
ず
立
っ
た
ま
ま
で

し
た
が
、席
を
譲
ろ
う
と
し
た
高

校
生
は
、場
が
悪
い
と
思
っ
た
の

か
席
か
ら
離
れ
て
遠
ざ
か
り
ま

し
た
。
▼
自
分
が
席
を
譲
ら
れ

た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
だ
ろ
う
と

考
え
ま
し
た
。
ま
だ
年
寄
り
扱

い
さ
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
し
ま

う
の
か
。
私
は
、
譲
ら
れ
た
側

の
気
持
ち
よ
り
、
譲
る
側
の
勇

気
と
他
人
を
思
い
や
る
心
の
優

し
さ
を
大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
。

▼
高
齢
化
社
会
や
格
差
社
会
と

い
わ
れ
る
世
の
中
で
す
が
、こ
れ

か
ら
先
の
時
代
を
担
う
青
少
年

が
、
心
豊
か
に
成
長
出
来
る
環

境
を
私
た
ち
大
人
が
創
る
責
任

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
青

少
年
の
心
配
り
に
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
い
、受
け
入
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
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森
田
理
事
長
は
開
会
の
あ
い
さ
つ

で
、
労
働
力
人
口
は
、
直
近
の
５
年

で
も
定
年
で
離
職
し
た
、
約
９
６
０

万
人
に
対
し
て
、
新
卒
で
就
職
し
た

人
は
約
６
２
０
万
人
で
毎
年
70
万
人

近
く
減
り
続
け
て
い
る
と
話
し
、
そ

の
中
で
全
労
済
鹿
児
島
推
進
本
部

　
２
０
１
８
年
５
月
18
日
（
金
）、
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
会
館
７
F

会
議
室
で
、
第
６
回
（
第
58
回
）
通
常
総
会
を
開
催
し
、
役
員
16
人
・

代
議
員
36
人
の
ほ
か
来
賓
が
出
席
し
、
２
０
１
８
年
度
の
事
業
活
動
方

針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
期
は
理
事
の
改
選
期
で
あ
り
、
理
事
17
人
の
改
選
を
行
い
、

新
た
な
体
制
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

は
、
関
係
各
位
の
大
変
な
ご
努
力
で

毎
年
上
位
の
実
績
で
踏
み
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
全
労
済
の
経
営
に
限
ら
ず

労
働
力
人
口
の
減
少
は
、
全
て
の
産

業
や
社
会
か
ら
活
力
を
奪
っ
て
い
る

と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
女
性
、
高
齢
者
、

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
、
移
民
や
ロ

ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
活
用
が
検
討

さ
れ
て
は
い
る
が
、一
方
で
、育
児
・

家
事
・
介
護
の
問
題
を
は
じ
め
全
て

の
人
々
の
意
識
改
革
、
そ
の
上
で
柔

軟
な
働
き
方
な
く
し
て
は
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
実
現
は
難
し
い
と
話
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
今
国
会
で
、「
働
き
方
改
革

連
法
案
」
が
審
議
さ
れ
て
お
り
、
長

時
間
労
働
の
是
正
は
重
要
な
課
題
で

も
あ
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
れ

ら
の
課
題
も
深
く
論
議
し
て
ほ
し
い

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
候
補
者
男
女
均
等
法
が
成

立
し
、
女
性
の
社
会
進
出
を
困
難
に

し
て
い
る
男
性
型
社
会
か
ら
の
転
換

を
図
る
た
め
に
は
女
性
議
員
の
割
合

を
相
当
程
度
高
め
る
必
要
が
あ
る
と

付
け
加
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
働
く

こ
と
の
で
き
る
社
会
、
貧
困
と
格
差

の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
、
労
働

者
福
祉
運
動
を
継
続
し
て
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
ご
来
賓
お
礼
】

・
永
田 

秋
人
さ
ま

　�（
鹿
児
島
県
商
工
労
働
水
産
部
　
次
長
）

・
山
下 

正
昭
さ
ま

　（
鹿
児
島
市
産
業
局
　
局
長
）

　
ご
臨
席
の
上
、
ご
祝
辞
を
賜
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
社
）鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

第
６
回（
第
58
回
）通
常
総
会
を
開
催
す
る
!!

（一社）鹿児島県労働者福祉協議会　2018年度　役員体制
役職名 氏　名 選出団体名
理 事 長 森 田　 周 一 連合鹿児島
副理事長 東　　 幸 也 九州労金
〃 榮 留　 道 夫 全労済

専務理事 畑 中　 和 広 員外
常務理事 片野田尚剛 九州労金
理 　 事 猪鹿月弘行 連合鹿児島
〃 黒 江　 嘉 文 連合鹿児島
〃 今 村　　 悟 連合鹿児島
〃 日 高　 実 禎 連合鹿児島
〃 梶 原　 健 児 全労済
〃 下 津 貫　 洋 県生協連
〃 上 城　 秀 人 県生協連
〃 石 田　 則 行 地域労福協
〃 三 浦　 辰 男 地域労福協
〃 外 山　 浩 己 地域労福協
〃 山田たまき 地域労福協
〃 二牟礼正博 県退連

監 　 事 喜 納　 浩 信 連合鹿児島
〃 山 下　 廣 也 全労済

［メインスローガン］

連帯・協同で安心・共生の
福祉社会をつくろう！

［カンボジア教育支援（国際貢献活動）事業］
５年間延長(２０２１年度まで)して支援実施
「カンパ活動」も継続しています！！

年間募金目標額３０万円　
★皆さまのご協力をお願いいたします★

森田理事長あいさつ
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2018「第１回合同会議」を開催しました！  鹿児島県本部

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
交
流
会

　
鹿
児
島
支
店
友
の
会
の
鹿
児

島
支
部
と
日
置
支
部
は
５
月
10

日
（
木
）、伊
集
院
陸
上
競
技
場

で
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
雨
に
よ
る
再
々
延
期
で
、
役

員
の
皆
さ
ん
の
日
程
調
整
の
努

力
の
結
果
、
交
流
会
当
日
は
、

絶
好
の
プ
レ
ー
日
和
と
な
り
、

総
勢
44
人
が
集
い
ま
し
た
。

　
前
回
の
秋
季
交
流
会
の
優
勝

カ
ッ
プ
返
還
の
後
、
平
原
鹿
児

　
5
月
25
日
（
金
）、
第
1
回
鹿
児

島
県
本
部
推
進
委
員
会
な
ら
び
に
運

営
委
員
会
の
合
同
会
議
が
ろ
う
き
ん

県
本
部
5
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、
来
賓

に
森
田
周
一
労
福
協
理
事
長
を
招

き
、県
下
各
地
よ
り
推
進
委
員
20
人
、

運
営
委
員
11
人
が
集
い
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
議
事
は
、
石
田
推
進
委
員
長
を
議

長
に
選
出
し
、
県
本
部
推
進
役
員
よ

り
２
０
１
７
年
度
総
括
お
よ
び
２
０

１
８
年
度
県
本
部
営
業
推
進
方
針
、

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
、
そ
の
他
議

題
で
は
、
労
福
協
と
連
携
し
た
奨
学

金
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
や
第
18

回
通
常
総
会
等
に
つ
い
て
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
の
鹿
児
島
県
本
部

に
お
い
て
は
引
き
続
き
融
資
伸
張
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
推
進
委
員
会

と
運
営
委
員
会
が
さ
ら
に
力
を
合
わ

せ
、
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
県
本
部
推
進
委
員
会
の
役

員
が
交
代
と
な
り
、
副
推
進
委
員
長

と
し
て
新
た
に
、
宮
園
幸
男
氏
（
県

職
労
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

新任の宮園副推進委員長

鹿児島支店友の会グラウンドゴルフ交流会

鹿屋支店友の会肝属支部グラウンドゴルフ

2018年度　店会員全体会議・店推進委員会日程
推進委員会名 開催日

鹿児島支店推進委員会 6月4日  (月)
日置地域推進委員会 6月8日（金）
指宿地域推進委員会 6月7日（木）
大島支店推進委員会 6月8日（金）
鹿屋支店推進委員会 5月30日(水)
川内支店推進委員会 6月12日(火）
加世田・枕崎地域合同推進委員会 5月29日(火)
出水支店推進委員会 6月5日（火）
鹿児島南支店推進委員会 6月7日（木）
霧島支店推進委員会 6月8日（金）
種子島地区推進委員会 6月5日（火）
屋久島地区推進委員会 6月7日（木）
志布志支店推進委員会 6月6日（水）
大口支店推進委員会 6月11日(月)
徳之島地区推進委員会 5月31日(木）
鹿児島県庁支店推進委員会 6月5日（火）

島
支
店
長
の
挨
拶
を
受
け
始
ま

り
ま
し
た
。

　
各
ホ
ー
ル
の
ス
タ
ー
ト
で
は
、

半
年
ぶ
り
の
再
会
も
楽
し
み
な

が
ら
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
下
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
存
分

に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
の
度
に
ひ
と
き
わ
大
き
い「
歓

声
」
が
上
が
っ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
お
互
い
の
健
闘
を
讃

え
あ
い
楽
し
く
交
流
が
出
来
ま

し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
優
勝
の
中
島

さ
ん
（
鹿
児
島
支
部
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
秋
の
交
流
会（
鹿

児
島
支
部
が
担
当
）
を
確
認
し
、

再
会
を
期
し
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
ろ
う
き
ん
鹿
屋
支
店
友
の
会

肝
属
支
部
は
5
月
24
日
（
木
）、

か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
五
月
晴
れ

の
下
、
参
加
者
１
３
８
人
が
交

流
と
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大
会
で
は「
ア
イ
タ
ー
ッ
！
」「
シ

モ
タ
ー
ッ
！
」
と
声
が
飛
び
交

い
な
が
ら
も
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
ゲ
ー
ム
が
進

行
し
ま
し
た
。

　
友
の
会
で
は
、こ
れ
か
ら
も
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
な
が
ら
、

友
の
会
会
員
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
今
回
の
会
場
は
、「
全

て
天
然
芝
の
8
コ
ー
ス
64
ホ
ー
ル

（
最
大
12
コ
ー
ス
96
ホ
ー
ル
）
の
日

本
一
の
本
格
的
な
専
用
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
」
で
あ
り
、
日
本
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
認
定
の

コ
ー
ス
で
大
き
な
大
会
も
数
多
く

開
催
さ
れ
、
と
て
も
楽
し
い
コ
ー

ス
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
友
の
会
の
皆
さ
ん
、
是

非
プ
レ
ー
に
お
越
し
下
さ
い
。
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　昨今、金融機関を装うEメール等で偽のホームページに誘導すること（フィッ
シング）や、お客さまのパソコンをスパイウェア等のウイルスに感染させるこ
とでパスワード等を取得し、不正な振込取引等を行う被害が全国の金融機関で
発生しております。
　当金庫では、お客さまの大切なご預金をお守りするために、2018年7月16日

（月）からワンタイムパスワードを利用されていないお客さまのインターネッ
トバンキングおよびモバイルバンキングの振込振替限度額の上限額を300万円
から20万円に引下げる等の対応を行います。
　※ワンタイムパスワードをご利用の場合、インターネットバンキングの振込
振替限度額の上限額は300万円で変更はありません。
　お客さまには、ご不便をおかけしますが、お客さまの大切なご預金をお守り
するために、ご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　不正送金被害は「ワンタイムパスワード」を利用されていないお客様に発生
していることから、当金庫ではワンタイムパスワードのご利用をお勧めしてお
ります。安全性が高いワンタイムパスワードの利用を是非ご検討ください。

インターネットバンキング および

モバイルバンキングの振込振替

限度額上限の変更等について

第18回通常総会を開催します
■　実施日時　2018年7月16日（月・祝） 午前6:00
■　振込振替限度額
　�　振込振替限度額の上限額を以下のとおり変更いたします。

　来る６月25日（月）に九州労働金庫第18回通
常総会を開催します。開催要領の概要は次の
通り。

九州労働金庫第18回通常総会開催要領
　労働金庫法、定款および総会の構成に関す
る規約に基づき、下記のとおり第18回通常総
会を開催します。

１．招　　集
　　定款第25条第１項に基づき、理事長が招

集する。
２．開催日時
　　2018年６月25日（月）午後1時から
３．会　　場
　　アクロス福岡地下2階「イベントホール」
　　福岡市中央区天神１－１－１
　　電話 092－725－9113

※�ワンタイムパスワードとは、一度しか使えないパスワードのことで、
「使い捨てパスワード」とも呼ばれている。おもにインターネット
上の認証システムで使われる。利用するたびにパスワードが変更さ
れるため、パスワードの盗用などによる不正なアクセスがしにくく
なり、安全性を高めることができる。

1日あたりの
振込振替限度

の上限

利用サービス ワンタイムパスワード
利用有無 上限額

インターネット
バンキング

（PC・スマートフォン）

ご利用あり 300万円

ご利用なし 300万円

モバイルバンキング
（フィーチャーフォン） ー 300万円

1日あたりの
振込振替限度

の上限

利用サービス ワンタイムパスワード
利用有無 上限額

インターネット
バンキング

（PC・スマートフォン）

ご利用あり 300万円
（変更なし）

ご利用なし 20万円

モバイルバンキング
（フィーチャーフォン） ー 20万円

（注１）

≪現在≫

≪変更後：2018年7月16日～≫

（注１）モバイルバンキングではワンタイムパスワードをご利用できないた
め、振込振替限度の上限に関わらず、お振込いただける金額は20万円
までとなります。

※詳しくは〈ろうきん〉各支店までお問い合わせください。
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■報告事項
　(1) ２０１７年度全労済鹿児島推進本部実績状況報告
　　�２０１７年度 各産別・単組における活動経過報告と

新規契約状況
　(2)各産別・単組における具体的な取り組み報告について
■議題
　(1)�２０１８年度全労済鹿児島推進本部活動計画（検討

素案）について
　(2)�２０１８年度産別・単組代表者会議活動計画(案)につ

いて

◆統一的な取り組み要請
　①自賠責共済の推進
　②全労済の認知度向上にむけた取り組み

◆各産別・各単組の状況に応じた個別取り組み要請
　①「人・家・車の保障の総合的な最適化をはかる活動(総お役立ち活動)」の取り組み
　②若年層(新入組合員)・離退職者への推進
　③組合員以外の方(パート・嘱託・臨時職員等)への共済紹介

～総お役立ち活動とは～
　「すべての組合員とつながる」を合言葉とした「総お役立ち活動」を通じて、生命・医療保障、
住まいる共済、マイカー共済の３種目の保障の見直しを行う活動を展開し、協力団体・組合員へ
のお役立ちと関係強化を進める活動です。

第
14
回
　
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
の
開
催

報告
　

5
月
15
日(

火)

に
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
会
館
７
階
大
ホ
ー
ル
で
第
14
回

産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
連
合
鹿
児
島
・
鹿
児
島
県
労
福
協
を

は
じ
め
、
19
の
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
構
成
員
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
森
田
議
長
進
行
の
も
と
『
２
０
１
７
年
度
各
産
別
・
単
組
に
お

け
る
活
動
経
過
報
告
』
を
行
い
、『
各
産
別
・
単
組
に
お
け
る
具
体
的
な
取
り

組
み
報
告
』
で
は
基
幹
労
連
の
下
小
薗
議
長
よ
り
全
労
済
の
共
済
推
進
に
関

す
る
活
動
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、２
０
１
８
年
度
の
取
り
組
み
に
む
け
て
、２
０
１
８
年
度
産
別
・

単
組
代
表
者
会
議
活
動
計
画(

案)

に
つ
い
て
、
協
議
・
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
さ
ら
な
る
「
共
済
事
業
の
拡
大
」
を
め
ざ
し
、
産
別
・
単
組
お

よ
び
協
力
団
体
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

～2018年度　産別・単組代表者会議活動計画(案)　具体的な取り組みについて～

全労済は2018年度

(2018年6月1日～2019年5月末)が

スタートしました。

今後ともよろしくお願いします。
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　全労済共済ショップぐりんぼう奄美店は2008年5月19日に営業を開始してから10年が経ちまし
た。開店10周年を記念し、あまみエフエムと協力し、5月14日(月)から5月19日(土)にかけて「全労
済コーナー」を設けてラジオイベントを実施しました。
　コーナー内では、自然災害共済や地震保障、こくみん共済やマイカー共済について奄美大島の特
性を盛り込みながら共済紹介をしました。特に、奄美大島は台風の上陸数も多く、最近では地震も
発生しているため自然災害共済をおすすめしました。
　また、全労済指定整備工場である小野自動車工業の小野幹事にも出演いただき、指定整備工場や
車検・自賠責共済についても紹介していただきました。

　
２
０
１
８
年
度
の
積
極
的
な
活
動
を
め
ざ
し
、全
労
済
鹿
児
島
推
進
本

部
推
進
会
議
、各
地
域
推
進
委
員
会
を
左
表
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
開
催
案
内
は
別
途
送
付
し
ま
す
。

各
地
域
推
進
委
員
会

開
催
に
つ
い
て

案内

ぐりんぼう奄美店　開店１０周年記念イベント

あまみエフエム　ラジオイベントを実施しました

～全労済コーナー　放送内容～

①5月14日　全労済紹介・こくみん共済
②5月15日　こくみん共済キッズタイプ
③5月16日　住まいる共済　風水害保障
④5月17日　住まいる共済　地震保障
⑤5月18日　マイカー共済
⑥5月19日　指定整備工場紹介 各共済を紹介しました

指定整備工場　小野幹事にも出演いただきました

開催日 開始時間 地域推進委員会名 場所（予定）

6月7日 木 15時30分 全労済鹿児島推進本部推進会議 全労済鹿児島推進本部

6月12日 火 18時30分 姶良・伊佐（伊佐）地域推進委員会 九州労働金庫　大口支店

6月14日 木
18時30分 鹿児島地域推進委員会 全労済鹿児島推進本部

18時00分 奄美（徳之島）地域推進委員会 九州労働金庫　徳之島支店

6月15日 金 18時00分 奄美（奄美）地域推進委員会 九州労働金庫　大島支店

6月20日 水
18時30分 姶良・伊佐（姶良）地域推進委員会 九州労働金庫　霧島支店

18時00分 熊毛（屋久島）地域推進委員会 屋久島商工会議所　宮之浦本所

6月21日 木 18時30分 熊毛（種子島)地域推進委員会 九州労働金庫　種子島支店

6月22日 金 18時30分 大隅地域推進委員会 かのや大黒グランドホテル

6月26日 火 18時30分 南薩地域推進委員会 指宿地域　中央公民館

6月29日 金 18時30分 北薩地域推進委員会 九州労働金庫　川内支店
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た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
職

員
の
方
々
の
介
護
の
方
法
で
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
要
介
護

者
が
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
た
り
、
立
ち

上
が
る
時
に
補
助
す
る
と
き
は
、
必

ず
器
機
を
使
っ
て
行
っ
て
い
ま
し

た
。
日
本
な
ら
「
手
抜
き
」「
相
手

に
対
し
て
愛
情
が
な
い
」
な
ど
と
言

わ
れ
そ
う
で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
は
そ
れ
が
当
た
り
前
な
ん
だ

そ
う
で
す
。
で
も
、
理
由
を
聞
い
た

ら
す
ぐ
に
納
得
し
ま
し
た
。
介
護
の

仕
事
は
肉
体
労
働
で
と
て
も
体
に
負

担
が
か
か
る
仕
事
で
す
。そ
の
た
め
、

介
護
職
の
方
々
の
慢
性
的
な
腰
痛
な

ど
が
非
常
に
問
題
視
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
う
い
っ
た
介
護
職
の
方
々

が
高
齢
に
な
れ
ば
要
介

護
者
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
み
ん

な
が
元
気
で
長
生
き
で

き
る
よ
う
に
、
器
機
を

使
っ
た
介
護
を
、
介
護

す
る
方
も
介
護
さ
れ
る

方
も
望
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
超
高
齢
化

社
会
に
な
っ
て
い
く
中

で
、
み
ん
な
が
幸
せ
に

過
ご
し
て
い
け
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
回
の
視

察
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
、「
海

外
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン

ド
）
視
察
」

へ
参
加
し
た

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
訪
れ
る
こ
と
自
体
初

め
て
の
こ
と
で
、
出
発
前
は
か
な
り

緊
張
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
目
的
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
保
障
政
策
に
つ

い
て
の
研
修
と
い
う
こ
と
で
、
高
齢

者
福
祉
施
設
（RETIREM

EN
T

　

VILLAG
E

）
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　
視
察
を
し
て
最
初
に
驚
い
た
の

は
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
老
人

ホ
ー
ム
」「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム
」「
医
療
介
護
付
自
立
マ
ン
シ
ョ

ン
」
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
異
な

る
方
々
が
、
ひ
と
つ
の
施
設
や
ひ
と

つ
の
敷
地
の
中
で
一
緒
に
生
活
し
、

必
要
な
介
護
を
受
け
て
い
る
こ
と
で

し
た
。
も
ち
ろ
ん
施
設
の
中
は
簡
単

に
は
行
き
来
で
き
な
い
作
り
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
共
通
の
ス
ペ
ー
ス
に

入
居
者
の
方
々
が
集
ま
り
、
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
と
て

も
生
き
生
き
と
見
え
て
印
象
に
残
り

ま
し
た
。ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

高
齢
者
福
祉
施
設
の
入
居
費
用
は
、

国
が
税
金
か
ら
支
出
（
個
人
資
産
審

査
が
あ
る
）
す
る
た
め
、
老
後
の
心

配
が
少
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
、

こ
れ
か
ら
を
安
心
で
き
る
か
ら
今
を

楽
し
く
過
ご
し
て
い
け
る
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
と
て
も
印
象
に
残
っ

第
23
次
海
外
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
）
視
察
団
へ
参
加
し
て

姶
良
伊
佐
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

　

藤
山
　
祐
二

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト
VOL.4

　
今
回
、
海

外
視
察
に

参
加
さ
せ

て
い
た
だ

き
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
ま
し
た
。
国

連
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
第
８
位

（
日
本
は
53
位
）と
上
位
の
国
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
生
で
見
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

　
鹿
児
島
空
港
か
ら
韓

国
を
経
由
し
て
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
に
到
着
し
た
の
は
、

出
発
し
て
か
ら
17
時
間
、

そ
こ
か
ら
視
察
先
の
ハ
ミ

ル
ト
ン
の
施
設
ま
で
さ
ら

に
バ
ス
で
約
３
時
間
の
長

旅
で
し
た
。

　
視
察
先
で
は
、
施
設

の
運
営
や
利
用
状
況
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
福

祉
や
社
会
保
障
制
度
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
施

設
で
は
、
利
用
者
が
幸
せ

に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
何
も
か
も
介
助
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
で
で
き
る
こ
と

は
自
分
で
や
っ
て
も
ら
い
、
料
理
が

で
き
る
人
は
料
理
を
作
っ
た
り
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

地
域
や
社
会
と
の
繋
が
り
を
持
つ
よ

う
に
、
基
本
的
に
施
設
を
オ
ー
プ
ン

に
し
て
お
祭
り
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
ク

イ
ズ
大
会
や
礼
拝
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
地
域
と
の
交

流
を
常
に
持
つ
よ
う
に
し
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は

「
老
人
医
」
と
呼
ば
れ
る
医
者
が
い

て
、
施
設
に
入
所
す
る
か
ど
う
か
の

判
断
を
す
る
制
度
が
あ
り
、
お
金
が

視察先（高齢者福祉施設）にて

幸
福
の
感
じ
方

大
隅
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

事
務
局
長　
坂
口
　
和
俊

施設のイベントスケジュール
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私
は
現

在
の
仕
事
の

ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
繋
が
る

の
で
は
と
思

い
、
今
回
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
視

　鹿児島県労働者福祉協議会では、1992年を初年度に海外視察支
援事業を実施しています。 
　海外視察は、2017年度で欧米、アジアを中心に23回を数えます。 
　「海外視察支援事業」は、福祉、教育、平和など、個別の政策課
題や先進的な社会システムを学び、それらの経験や知識を基盤に、
構成組織や構成員の運動を通じて「社会に還元」することを目的
に開催してきたものです。 
　2017年度は、構成団体から選出された総勢14人で、世界最先端
の福祉国家を築いてきた国、「ニュージーランド」の高齢者福祉
施設の視察を実施しました。 
　今月号で団員14名の海外視察報告特集は終わりますが、2018年
度も海外視察を計画していますので、渡航先、行程等決まりまし
たら案内致しますので、各構成団体からの参加協力をお願い致し
ます。

察
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
正
直
、
移
動
時
間
の
長
さ
に
は
へ

き
え
き
し
ま
し
た
が
、
何
キ
ロ
走
っ

て
も
左
右
の
景
色
は
牧
場
。
の
ん
び

り
草
を
食
ん
で
い
る
牛
や
羊
を
眺
め

な
が
ら
、
現
地
案
内
人
か
ら
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
重
き
を
置
く
国
、
女

性
首
相
が
初
め
て
就
任
し
た
国
、
自

然
保
護
に
力
を
入
れ
、
農
作
物
・
乳

製
品
が
豊
富
で
お
い
し
い
国
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

一
番
驚
い
た
の
が
、
家
を
所
有
し
な

け
れ
ば
住
民
票
を
届
け
出
な
い
た

め
、
正
式
な
人
口
が
把
握
で
き
な
い

し
、
住
民
税
を
払
わ
な
く
て
よ
い
と

い
う
点
で
し
た
。

　
視
察
し
た
高
齢
者
福
祉
施
設
長
は

「
日
本
と
変
わ
ら
な
い
施
設
だ
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
広
く
明
る

高齢者福祉施設？　きれいな外観

い
中
庭
を
有
す
る
建
物
は
ホ
テ
ル
の

よ
う
で
し
た
。
日
本
と
は
違
い
、
民

間
企
業
が
高
齢
者
福
祉
施
設
経
営

運
営
す
る
た
め
、
国
か
ら
の
補
助
金

は
一
切
な
い
と
の
こ
と
。
施
設
も
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
隣
接
し
た
土
地
に
新

し
い
施
設
を
建
設
中
で
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
施
設
整
備
を
５

年
間
の
事
業
計
画
を
立
て
て
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
日
本
の
よ
う
に
介
護
保
険
制
度
は

確
立
し
て
お
ら
ず
、
日
常
生
活
に
お

い
て
自
分
で
生
活
出
来
な
い
こ
と
が

あ
る
と
国
に
申
請
し
て
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
自
宅
で
生
活

す
る
と
の
こ
と
。
視
察
し
た
高
齢
者

福
祉
施
設
は
同
じ
敷
地
内
に
自
立

型
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
レ

海
外
施
設
研
修
に
参
加
し
て

感
じ
た
こ
と

熊
毛
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

事
務
局
長　
長
田
　
恭
枝

無
く
て
も
国
が
入
所
費
用
を
負
担
し

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
老
後
を

安
心
し
て
迎
え
ら
れ
る
と
い
う
と
こ

ろ
は
日
本
と
違
う
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
た
だ
高
福
祉
に
は
当
然
、
高

負
担
で
あ
り
、
消
費
税
が
15
％
、
国

の
支
出
の
約
８
割
が
社
会
保
障
と
し

て
使
わ
れ
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
負
担

し
て
ど
こ
ま
で
保
障
す
る
か
は
大
変

難
し
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は

牧
場
が
広
が
っ
て
、
羊
や
牛
が
多
い

の
ん
び
り
し
た
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
し
た
が
、オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
街
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
種
の
人
が
集
ま
り
、

交
通
量
も
多
く
、
朝
夕
の
交
通
渋
滞

は
す
ご
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
視

察
先
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
日
本
人

ガ
イ
ド
の
方
か
ら
も
、
日
本
と
の
違

い
や
も
の
す
ご
く
物
価
が
高
く
な
っ

て
不
動
産
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
こ

と
な
ど
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
大
変
有
意
義
な
海
外
視
察
に
な
り

ま
し
た
。

ス
ト
ホ
ー
ム
な
ど
複
数
の
施
設
が
混

在
し
て
お
り
、
日
本
と
違
い
、
利
用

者
の
所
得
や
要
介
護
度
に
よ
り
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
の
で
は

な
く
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
短
期
入

所
、
リ
ハ
ビ
リ
、
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
へ
と
自
分
で
生
活
で
き
る

よ
う
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
介
護
料

は
本
人
の
年
金
が
不
足
す
る
場
合
、

国
が
保
障
し
、
公
立
病
院
で
の
治
療

費
は
無
料
だ
が
、
要
予
約
で
も
長
時

間
待
た
さ
れ
る
の
が
現
状
だ
そ
う
で

す
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
独
自
の
社
会

保
障
制
度
は
日
本
と
大
き
な
違
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、
良
い
制
度
は
今
後
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て

も
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

［海外視察支援事業の目的］
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に
つ
な
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
今
は
小
さ
な
器
具
で
、
し
か

も
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で
、
呼
吸
数
や

心
拍
数
、
脳
波
、
筋
緊
張
の
度

合
い
を
把
握
・
記
録
し
、
巨
大

な
デ
ー
タ
と
比
較
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
を
自
覚
す

れ
ば
、
心
を
落
ち
着
け
て
く
れ

る
動
画
（
自
然
の
風
景
な
ど
）

を
見
な
が
ら
、
あ
る
い
は
目
を

閉
じ
、
音
声
ガ
イ
ド
に
従
っ
て

深
呼
吸
を
し
た
り
筋
緊
張
を
緩

め
た
り
し
て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
（「
い
ま
」
と
「
こ
こ
」

に
集
中
し
て
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

す
る
技
法
）
を
施
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
う
つ

や
不
安
、
不
眠
か
ら
自
分
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
発
達
障
害
の
人
や
、
ス
ト
レ

ス
状
態
を
自
覚
で
き
ず
に
疲
れ

を
た
め
込
み
、
い
き
な
り
爆
発

す
る
よ
う
な
人
に
と
っ
て
も
、

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
心
の
健
康
で
最
も
大

切
な
の
は
、
信
頼
で
き
る
人
と

の
関
係
性
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

デ
バ
イ
ス
を
と
も
に
活
用
し
、

情
報
交
換
し
、
励
ま
し
合
い
、

支
え
合
い
、
認
め
合
え
る
仲
間

が
い
れ
ば
、
鬼
に
金
棒
で
す
！

が
ら
、
ド
タ
キ
ャ
ン
し
た
こ
と
が

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
料

理
な
ど
の
場
合
、
仕
込
み
に
も
時

間
が
か
か
り
、
人
件
費
や
材
料
原

価
を
売
り
上
げ
で
ペ
イ
で
き
な
い

店
側
の
被
害
は
甚
大
で
す
。

　
今
年
に
な
っ
て
、ヨ
ガ
に
通
い
は
じ

め
ま
し
た
。動
き
や
す
い
時
期
な
の
で
、

体
を
動
か
し
て
、体
力
作
り
に
励
も
う

と
思
っ
て
ま
す
。

（
鹿
屋
市
・
女
性
）

　
4
月
号
「
か
ご
し
ま
労
働
者
福
祉

だ
よ
り
」
の
コ
ラ
ム
「
噴
火
口
」
の

最
後
に
あ
っ
た
、「
鹿
児
島
は
住
む

と
こ
ろ
、
東
京
は
遊
び
に
行
く
と
こ

ろ
」
の
言
葉
に
全
く
同
感
で
す
。

　
息
子
が
県
外
に
就
職
し
て
し
ま
っ

た
母
よ
り

（
鹿
屋
市
・
女
性
）

　
異
常
気
象
な
の
で
、
自
然
災
害
の

共
済
に
入
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

加
入
し
た
り
追
加
し
よ
う
！

（
霧
島
市
・
男
）

　「
奨
学
金
問
題
」
の
記
事
、
興
味

深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
等
で
も
特
集
が
あ
っ
た
り

し
ま
す
。
就
職
し
た
途
端
、
返
済
が

始
ま
り
、
滞
っ
て
し
ま
う
パ
タ
ー
ン

が
多
い
と
か
…
。
長
く
か
か
っ
て
も

利
子
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
の
が

助
か
り
ま
す
ね
。

（
阿
久
根
市
・
女
性
）

　
ろ
う
ふ
く
き
ょ
う
ク
イ
ズ
は

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
結
構
難
し
く
て
、
職
場
の

人
達
と
答
え
を
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
が
届

い
た
ら
、
誰
が
当
た
っ
た
と
か
ダ

メ
だ
っ
た
と
か
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
す
（
笑
）。

（
霧
島
市
・
女
性
）

　
時
計
や
万
歩
計
、
ヘ
ッ
ド

ホ
ン
の
よ
う
な
ウ
エ
ア
ラ
ブ

ル
端
末
で
、
呼
吸
数
や
心
拍

数
、
脳
波
の
計
測
や
、
ス
ト

レ
ス
状
態
の
判
断
を
行
い
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
へ
と
ガ
イ

ド
し
て
く
れ
る
Ｉ
o
Ｔ
（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
が

登
場
し
て
い
ま
す
。
超
音

波
と
微
量
な
電
流
を
脳
に

送
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、
あ

る
い
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て

く
れ
る
デ
バ
イ
ス
も
あ
り
ま

す
。

　
健
康
心
理
学
分
野
に
は
古

く
か
ら
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
法
が
あ
り
ま
す
。
効

果
は
科
学
的
に
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
以
前
は
た
く
さ

ん
の
コ
ー
ド
を
大
き
な
機
械

新しいビジネス用語から
学ぶ心理学

前向きに生きるコツ

⑩　IoTを使って心を健康に！

ドタキャン防止システム
　

予
約
し
て
お
き
な
が
ら
当
日
に

キ
ャ
ン
セ
ル
（
ド
タ
キ
ャ
ン
）
を
す

る
人
の
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
す
。
全
日
本

飲
食
店
協
会
が
開
発
し
ま
し
た
。
居

酒
屋
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
、
常
連

以
外
の
新
規
予
約
が
入
っ
た
場
合
、

パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
接
続

し
て
、
そ
の
人
が
過
去
に
ド
タ
キ
ャ

ン
を
し
た
履
歴
が
な
い
か
ど
う
か
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
協
会
会
員
企
業
の
情
報
に
よ
り

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
東
京
の
学
生
団
体
が
飲
食

店
に
１
３
０
人
分
の
予
約
を
入
れ
な

読
　
者

か
ら
の

声

227

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子
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　【
北
薩
地
域
協
議
会
】

　
メ
ー
デ
ー
北
薩
集
会
を
４
月
28
日

（
土
）、薩
摩
川
内
市
「
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ

ん
だ
い
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
」
で
開
催
し
、

組
合
員
と
そ
の
家
族
、約
５
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
全
労
済
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ピ
ッ
ト
く
ん
」
も
参
加
し
、受
付
や
抽

選
会
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
集
会
は
、外
山
議
長
の
あ
い
さ
つ
で

開
会
し
、連
合
鹿
児
島
猪
鹿
月
副
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
あ
い
さ
つ
、メ
ー

デ
ー
宣
言
採
択
に
加
え
、地
域
に
顔
の

見
え
る
運
動
と
し
て
、北
薩
地
協
構
成

組
織
・
役
員
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

第
２
部
の
抽
選
会
で
は
、構
成
組
織
関

連
物
品
や
復
興
支
援
品
を
含
め
て
、多

く
の
賞
品
を
準
備
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、例
年
行
っ
て
い
る
カ
ン
パ
は
、

「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
支
援
カ
ン
パ
」

第
89
回
メ
ー
デ
ー

と
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教

育
支
援
カ
ン
パ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

受
付
で
カ
ン
パ
を
呼
び
掛
け
、抽
選
会

で
は
、３
等
以
上
の
賞
品
当
選
者
に
ワ
ン

コ
イ
ン
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
多
く
の
善
意
（
６
３
，１
９
６
円
）

は
、県
連
合
・
県
労
福
協
を
通
じ
て
被

災
地
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　【
姶
良
伊
佐
地
域
協
議
会
】

　
姶
良
伊
佐
地
協
は
４
月
28
日（
土
）、

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で

第
89
回
姶
良
伊
佐
地
区
メ
ー
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、雲
ひ
と
つ

な
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
組
合
員
と
そ

の
家
族
５
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
迫
間
副
議
長
の
あ
い
さ
つ
で
開
会

し
、
連
合
鹿
児
島
日
高
副
会
長
を
は

じ
め
政
党
代
表
・
事
業
団
体
代
表
・

地
方
議
員
団
そ
れ
ぞ
れ
に
来
賓
の
あ

い
さ
つ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
た
後
、

松
脇
副
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

１
部
を
閉
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
「
メ
ー

デ
ー
ア
ピ
ー
ル
デ
モ
行
進
」
に
出
ま

し
た
。コ
ー
ス
は
、シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

の
１
区
画
を
１
周
す
る
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
弱
の
コ
ー
ス
で
す
。
九
電
労
組

の
青
年
組
合
員
の
元
気
な
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
に
参
加
者
も
大
声
で
応
え

て
い
ま
し
た
。

　
帰
っ
て
き
て
か
ら
お
楽
し
み
抽
選

会
で
す
。
実
行
委
員
会
で
用
意
す
る

賞
品
に
加
え
、毎
年
、土
佐
屋
労
組
と

労
金
か
ら
賞
品
を
提
供
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
が
、今
年
は
自
治
労
の
各

労
組
か
ら
も
地
域
の
特
産
物
を
含
ん

だ
賞
品
を
提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
賞
品
に
、
参
加
者
も
大

喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恒
例
の
プ
ラ
カ
ー
ド
展
に

も
各
組
織
か
ら
力
作
が
多
数
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
１
等
賞
は
退

女
教
が
出
品
さ
れ
た
作
品
で
し
た
。

さ
す
が
に
元
教
師
の
皆
さ
ん
、「
ピ

リ
ッ
と
風
刺
の
効
い
た
」
作
品
で
し

た
。

　【
熊
毛
地
域
協
議
会
】

　
第
89
回
メ
ー
デ
ー
種
子
島
地
区
集

会
を
５
月
１
日
（
火
）、中
種
子
町
中

央
公
民
館
で
開
催
し
、２
６
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
受
付
で
「
働
き
方
改
革
」
チ
ラ
シ
の

配
布
、Ｊ
Ｐ
労
組
「
バ
ケ
ツ
ひ
ろ
し
さ

ん
」
に
よ
る
心
地
よ
い
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

演
奏
で
盛
り
上
が
る
中
、連
合
青
年
女

性
委
員
会
を
中
心
に
組
合
員
の
家
庭

に
眠
っ
て
い
る
遊
休
品
で
の
バ
ザ
ー
を

開
催
し
、カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど
も
教
育
支

援
カ
ン
パ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
集
会
は
、下
村
実
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
で
開
会
し
、連
合
鹿
児
島
喜
納
副

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
あ
い
さ

つ
、ス
ロ
ー
ガ
ン
・
メ
ー
デ
ー
宣
言
を

採
決
し
、馬
毛
島
米
軍
基
地
建
設
と
働

き
方
改
革
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ラ
カ
ー

ド
展
の
表
彰
後
、団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

閉
会
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
抽
選
会
を
行
い
、今
年

も
地
元
特
産
品
を
取
り
入
れ
た
景
品
な

ど
を
準
備
し
、大
盛
り
上
が
り
で
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

プラカードを持ってのデモ行進
（姶良伊佐地区メーデー）

『2018親子ふれあい講座in屋久島』
参加者募集について

～「世界自然遺産」太古の森「やくしま」を体感する3日間の旅～

　県労福協では、勤労者と家族が「ゆとり・豊かさ」を享受する自然環境の体験学
習として、親子で地域の歴史・自然を学ぶことを目的として「親子ふれあい講座」
を実施しています。
　今年の講座は、7年ぶりとなる屋久島での開催です。屋久島は1993年に世界自然
遺産に登録されており、樹齢7200年といわれる縄文杉をはじめ、絶滅危惧種であ
るウミガメの保護活動も行われています。
　今回は屋久島での自然体験学習を通じて環境保全活動の大切さを学ぶ機会とし
て計画しました。

開催日時：2018年8月3日（金）～5日（日）2泊3日
集合場所：鹿児島本港南埠頭［高速船（トッピー）乗り場］
集合日時：8月3日（金）11時00分
帰着日時：8月5日（日）15時30分
　　　　　※�参加費については各構成組織より別途お知らせします
応募締切日：7月13日（金）
　　　　　※応募人数が多い場合は先着順となります

応募・問い合わせは(一社)鹿児島県労働者福祉協議会まで
電話：０９９－２５４－３８３２
FAX：０９９－２５４－３５９９

受付の様子（北薩集会）

集会の様子（種子島地区集会）
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え
「ワールドカップ」

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
最
高
気
温
が
30
度
以
上
の
日

４
　
3
対
3
の
タ
イ
…

７
　�

マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
の
…
…
缶

8
　
最
低
気
温
が
25
度
以
上
の
夜

10
　
１
４
０
字
以
内
の
つ
ぶ
や
き

11
　
草
木
も
な
び
く
と
い
う
島

12
　
ス
イ
カ
、カ
ボ
チ
ャ
、ヘ
チ

マ
は
…
…
科
の
仲
間

13
　
…
…
乳
、…
…
腐
、…
…
苗

14
　
緑
に
茶
と
黒
が
入
っ
た

…
…
色

17
　
金
…
…
、人
…
…
、木
…
…

19
　
恋
人
た
ち
が
年
に
一
度
だ
け

会
う
と
い
う
伝
説
に
ち
な
む

日

22
　
夏
の
海
辺
に
よ
く
似
合
う

…
…
パ
ラ
ソ
ル

23
　
英
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
作

ら
れ
る
蒸
留
酒

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
花
札
。
鶴
に
…
…

２
　�

弁
慶
が
背
負
っ
て
い
ま
し

た
ね

３
　
わ
ず
か
な
発
熱
で
す

４
　�

人
気
の
俳
優
や
歌
手

５
　�

わ
ざ
と
す
る
こ
と
で
す

６
　
ピ
ノ
キ
オ
は
人
形
職
人
ゼ
ペ
ッ

ト
が
作
っ
た
…
…
人
形

9
　
歌
「
学
生
時
代
」
で
礼
拝
堂

に
絡
ま
っ
て
い
た
の
は
？

11
　
沖
縄
の
方
言
で
「
ウ
ー

ジ
ー
」

12
　
ど
ん
ど
ん
上
が
る
、…
…
上
り

15
　
苦
し
ま
ぎ
れ
に
放
屁
（
ひ
）
？

16
　�

土
俵
際
の
…
…
か
ぶ
り
席

18
　�

記
者
が
…
…
朝
駆
け
の
取
材

20
　
男
声
で
一
番
低
い
音
域

22
　「
3
…
…
」
は
3
打
数
0

安
打

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
白
浜
　
真
紀	

小
高
　
路
代
　

　
田
之
上
　
透	

藤
田
　
友
成

　
末
吉
　
　
学	

山
下
　
里
絵

　
池
田
　
洋
美	

新
村
奈
津
美

　
上
村
　
勝
行	

溝
口
　
卓
也

　
桑
野
　
千
春	

岩
元
佐
代
子
　

　
畑
添
　
憲
秀	

榎
木
　
　
明

　
岩
下
加
奈
子	

南
　
　
一
宏
　

　
田
口
　
直
喜	

山
崎
　
吉
朗

　
日
高
　
清
子	

宮
下
　
和
也

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
８
年
7
月

6
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
５
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
72

通
で
、
72
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正

な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

＊九州ろうきんホームページアドレス
http://kyusyu.rokin.or.jp

＊全労済ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/


